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清 血 製品 は 、 特 殊 な 加工 を 施 し た 宝石 を 箕 過 させ た 編 光 光 線 を 人 体 の 皮 
SI TP 
また 、 虚 血性 脳 疾 患 お よび 心臓 病 な どの 循環 器 疾患 、 不 眠 症 、 地 磁気 の 
03 よる 精神 的 不安 感 、 糖 尿 病 な どの 予防 と 治療 に 効果 が あり ます 。 
の 製品 は 国内 特許 (No. 42430) と 国際 特許 (No. Wo2004/108049 A3) を 
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季 刊 誌 


朝鮮 マグ ネシア ・ ク リン カー 工業 総会 社 
注目 を 集め て いる 朝鮮 の 加工 品 輸 出 

玲 生 島 輸 出 加工 区 

進 島 輸出 加工 区 

楽 元 機械 連合 企業 所 

正方 貿易 会 社 
金策 港 
朝鮮 民主 主義 人 民 共和 国 商業 会 議 所 法 


9 0 員 廊 半 


新義 州 銀河 タオ ル 工 場 


小型 バス 1 一 3 型 「 ネ ナラ 」 号 集 : 金 鮮 玉 
金 英 式 
柳 元 製靴 工場 影 : 姜 哲 成 


全 魚 一 
北 青 農業 開発 区 5 


. 多 機能 3 相 電源 保護 
.・ デ ジタル 気圧 計 
. 携帯 用 気象 計 
.・ 柳 京 バラ 加工 工場 
. 経済 開発 区 労働 規定 


. 機能 性 ロー ショ ン 一 


季刊 語 『 朝 鮮 の 対外 質 易 』 は 
日 本 語 、 英 語 、 ロ シア 語 、 フ ラン ス 
語 、 ス ペイ ン 語 、 中 国語 で 発行 し て 
いま す 。 


イン ター ネッ ト :http/Www.korean-books.comkp 


外国 文 出版 社 貿 易 出 版 社 
住所 : 朝鮮 民主 主義 人 民 共和 国 
平壌 市 西城 区 西川 油 


「 コ ッ イ スル 」 
. 広域 抗生 剤 レベ リン 注射 薬 
. 特許 製品 一 金 イ オン 
抗 閣 注 射 薬 
・ 平壌 製薬 工場 
平壌 靴下 工場 


. 特許 製品 一 ナマ コ の エキ ス 


朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 医 
商業 会 議 所 


P.0.Box 89 

住 所 : 朝鮮 民主 主義 人 愉 
平壌 市 中 区 城中 城 

| IN IL 80 に め 23 に 記 以 5 

F A X: 850-2-381-5827 

E-mail : micom@silibank. net. kp 


1954 年 に 創立 され た 朝鮮 マ 焼 マ グ ネ シア を 生産 する 工 総会 社 は 今後 も 信用 を 第 
グ ネ シア ・ ク リン カー 工業 総 場 と 耐火 物 工 場 、 鉱 山 機 ー と し 、 世 界 各国 と の 禄 易 
\ 会 社 は 朝鮮 民主 主義 人 民 共和 工場 だ け で な く 、 鉄 道 、 港 を 多様 化 、 多 角 化 し て いく 
国 の 首都 平壌 に あり ます 。 も 擁し て いま す 。 5 
マク ネジ シン 総会 社 は 主 に 、 朝 鮮 に 無尽 総会 社 は 、 生 産 の 増大 と 輸 
蔵 に ある マグ ネ サ イト を 原料 出 加工 品 の 質 を 優先 視 し な が 」 
と する 良質 の マグ ネシア ・ ク ら 、 発 展 す る 現実 的 条件 に 即 0 ジ み カー 
2 カー と 軽 魔 マ グ ネ シア 、 し て 新しい 鉱山 の 開発 と 先端 OH 
そし て 数 十 種 の 耐火 重 を 生 科学 技術 の 導入 を 積極 的 に 進 普通 江 区 域 ” 上 
産 し て 輸出 し て いま す 。 め て いま ます 。 TEL : 850 一 2 一 18111 一 381 一 8166 
傘下 に 、 世 界 山 指 の マグ ネ 最高 の 品質 の 製品 生産 、 輸 間 N 0 
本 こ 7 E 一 mail : kmcig @⑳ silibank. net. kp 
サイ ト 生 産 基地 で ある 大 興 送 の 迅速 性 、 高 い 貨 物 処理 能 


青年 英雄 鉱山 、 龍 陽 鉱山 、 力 な ど は 総会 社 の た が える こ 
ペッ パイ 鉱山 と 、 良 質 の マ と の で き な い 経営 活動 準則 と 


と 


グ ネ シア ・ ク リン カー と 軽 な っ て いま す 。 


時 朝鮮 民 主 主義 人 民 共 和 国 対外 貿易 
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注目 を 集め て いる 朝鮮 の 加工 品 輸 出 


朝鮮 労働 党 は 歴史 的 な 第 7 回 党 大 
会 で 、 加 工 品 の 輸出 の 比重 を 高め 
る 方 向 で 国 の 貿易 構造 を 改善 する 
と いう 戦略 を 打ち 出し まし た 。 

これ に 基づき 共和 国政 府 は 、 国 
の 強固 な 経済 的 潜在 力 に 依拠 し て 
国際 的 競争 力 の ある 加工 輸出 品 生 
産 基地 の 建設 と 近代 化 、 生 産能 
の 向上 に 投資 を 集中 し て いま す 。 
金属 、 採 掘 、 建 材 工業 部 門 で 
は 、 国 の 豊か な 資源 に 基づく 大 規 


企業 が 統合 生産 シス テム を 構築 
し 、 生 産 工程 の CNC 化 、 流 れ ラ イン 
化 を 全面 的 に 実現 し まし た 。 
機械 設備 生産 基地 で は 、 新 し い 
材料 工学 技術 を は じ め 国 の 科学 技 
術 分 野 に お ける 先端 技術 の 成果 を 
年 産 (G 取り AA れ 、 水 妃 お よび 火力 
発電 機 、 各 種 の ター ビン 羽根 な ど 
の 電力 生産 設備 、 掘 削 機 、 大 型 シ 
ョ ベル ロー ダー、 さ く 井 機 、 試 雛 
機 な どの 採掘 お よび 探査 設備 、 化 


模 な 加工 輸出 品 基地 を 築き 、 電 気 
亜鉛 、 電 気 鋼 を はじ め 各 種 の 非鉄 
2 人 ドン / 
2 8 マク ポン 7 1 
ント な どの 加工 輸出 品 の 生産 と そ 
の 品目 を 不断 に 増やし て いま す 。 
花 賠 石 や 大 理 石 、 玉 な どの 天 
然 建材 の 加工 輸出 品 生 産 基地 も 築 
き 、 各 種 の 建材 加工 品 を 大 量 に 輸 
出し て いま す 。 

輸出 源 を 積極 的 に 掘り 起こ し 、 
国際 市 場 で 需要 の 高い 加工 品 の 品 
目 を 増やし 、 輸 出 を さら に 拡大 す 
る た め の 活 動 も 先 を 見 通し て 推し 
進め て いま す 。 

国際 市 場 で 需要 の 高い 天然 資源 
開発 する た め の 探 査 を 活発 に 行 
で 黒鉛 、 チ タン 鉄 、 希 二 類 、 王 
と いっ た 希有 金属 、 非 金属 な ど 
理 蔵 量 の 多い 鉱脈 を 探し 当て る 
と に よっ て 、 新 し い 輸出 基地 の 
成 と 加工 品 輸出 の 幅 を さら に 広 
げ る た め の 確 固 た る 展望 を 開き ま 
[時 党 

人 民 経 済 の 各部 門 で 加工 輸出 品 
の 生産 を 増やし 、 そ の 質 を 保証 す 
る た め に 、 生 産 と 経営 活動 の 科学 
化 、 情 報 化 、 近 代 化 を 推進 し て 先 
端 科学 技術 に 依拠 する 生産 シス テ 
ム を 確立 する こと に 力 を 入れ て い 
ます 。 
AV 
械 連 合 企業 所 、 龍 
所 、 弁 川 工作 機械 総合 工場 
工作 機械 工場 な ど 、 多 く の 工 


馬 「fS 導 O 民 


Ni 
NN 
守 
千 
NSK 


向 本 * HE 
RK 


に 
ゆ 
漠 


ヽ 


ン 朝鮮 民主 主義 人 民 共和 国対 外 貿 易 
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= は 品 生 産 設備 、 建材 生 産 設 備 、 
船舶 建造 お よび 修理 設備 、 一般 工 
作 機械 、 数 値 制御 工作 機械 な ど 、 
性 能 の 高い 機械 設備 を 生産 、 輸 
する た め の 土 台 を 築い て いま す 。 
共和 国政 府 は 、 ナ ノ 技 術 、 生 
物 工学 技術 な どの 先端 技術 を 加 
工 輸出 品 の 生産 に 取り 入れ る た 
め の 活 動 を 先 を 見 通し て 推し 進 
め て いま す 。 

毎年 開か れる 全国 科学 技術 祭 
典 、 全 国 発明 ・ 新 技術 展覧 会 、 全 
国 ナ ノ 技 術 部 門 科 学 技術 展示 会 な 
ど を 通じ て 技術 交流 と 技術 協力 が 
活発 に な り 、 そ の 過程 で 先端 科学 
技術 が 導入 され た 数 多く の 加工 輸 
出品 が 開発 され て いま す 。 
0 
区 、 進 島 輸 出 加 工区 な ど へ の 加工 
品 生産 企業 の 誘致 活動 も 活発 に 行 
2 GU VSE 
共和 国政 府 は 、 朝 鮮 の 特産 物 
の 加工 ・ 輸 出 基地 を さら に 近代 
化し 、 輸 出 を 大 い に 奨 励 し て い 
記す F。 

世界 的 に 有名 な 開城 高 豚 人 参 を 
材料 と する 開城 高 豚 人 参 酒 、 開 城 
高 慌 原形 紅 参 、 開 城 高 机 人 参 エ キ 
ス な ど 、 伝 統 的 な 朝鮮 人 参 の 加工 
品 の 輸出 を 増やす と と も に 、 新 し 
い 朝 鮮 人 参 の 加工 品 を 開発 し て 国 
際 市 場 に 出す た め に 努力 を 傾注 し 
で OS 
SGNISO24 2 久 Ba ク リシン 
の 芽 、 キ キョ ウ 、 ブ ルー ベリ ー、 


赴 虹 


ハッ カ な どの 土産 品 の 加工 ・ 輸 出 基 
地 も 近代 的 に 築い て 製品 の 生産 を 正 
常 化 し て お り 、 世 界 的 に 知ら れ た 
le の クー ョ ー ク ニー ジュン こ 
ン ゴ ミ シ な ど と 世界 5 大 健康 食品 の 
ー つ と され て いる 朝鮮 キム チ や トウ 
ガラ シ 味 噌 な どの 健康 食品 、 そ れ に 
絹糸 や 世界 的 に 有名 な 高麗 青磁 な ど 
を 大 々 的 に 輸出 する た め の 展 望 計画 
を 立て 、 積 極 的 に 推進 し て いま す 。 
よ 和 国政 府 は 加工 品 の 輸出 を 増 や 
す た め に さま ざま な 奨励 措置 も 講じ 
UBS9F 
貿易 会 社 だ け で な く 、 科 学 技術 研 
究 機 関 、 加 工 輸出 品 の 生産 を 専門 と 
する 各 道 ・ 市 ・ 郡 傘下 の 工場 、 企 業 
こも 質 易 権 を 付与 し て 加工 品 を 輸出 
する よう に させ る 一 方 、 そ れ に 関す 
る 手続 き を 簡素 に する 措置 を 講じ て 
衝 183g 記 
また 、 当 該 単位 で 提起 され る 加 
工 輸出 品 生 産 基地 の 建設 と それ に 必 
要 な 原材料 、 動 力 、 燃 料 油 、 労 働 カ 
な どの 人 的 ・ 物 的 資源 を 優先 的 に 供 
し で IO 衣 宴 。 名 し で 、 8 軸 8.5S び 
海上 輸送 、 港 湾 な どの イン フラ の 利 
用 、 国際 通信 の 利用 な ど 、 有利 な 条 
件 と 環境 を 整え て いま す 。 

同時 に 、 加 工 品 の 輸出 に お いて 対 
外販 路 を 開拓 し た り 、 先 端 技術 が 導 
入 さ れ た 加工 輸出 品 の 生産 を 行う 会 
社 、 工 場 、 企 業 に は 銀行 か ら 資 金 を 
優先 的 に 融資 し て いま す 。 
ド 和 国政 府 は 今後 も 、 絶 え ず 変化 
する 国際 商品 市 場 の 超 替 に 即 し た 加 
工 品 の 輸出 を さら に 増やし て 社会 主 
義経 済 強国 の 建設 と 人 民生 活 の 向上 
に 大 い に 寄 与 し 、 加 工 品 の 輸出 を 通 
じ て 世 界 各国 と の 貿易 関係 を 発展 さ 
HRC で SL の 。 


人 民 経 済 大 学 院 士 候補 、 教 授 、 博 士 
ラ 2 ョ lo ラ だ テン ジョ シィ 


玖 牛 島 輸 出 加工 区 


輸入 原材料 を 利用 し た 受託 加工 、 加工 ・ 組 


玖 生島 輸出 加工 区 は 加工 ・ 組み 立て 業 を 
基本 と する 集約 的 な 輸出 加工 区 を 建設 する 
OS OO 

加工 区 は 、 南浦 市 南西 部 の 大 同 江 下 流 地 
域 の うち 西海 同門 方 向 の 道路 の 両側 に 位置 
する 代 和 牛島 区 域 の 一 部 を 占め て いま す 。 

地形 は 海抜 40m の 平地 で す 。 

加工 区 は 平壌 か ら 40km、 南 浦 港 か ら 10km 
、 平 壌 国際 空港 か ら 60km、 平 壌 一 南浦 間 の 
青年 英雄 道路 か ら 11.5km の 所 に ある の で 人 
員 の 出入 と 物資 の 搬出 ・ 搬 入 に 便利 で す 。 

開発 地域 と 近い 所 に 電力 供給 の た め の 重 油 

発電 所 と 潮 力 発電 所 の 建設 を 予定 し て お り 、 

水 資源 も 豊か な の で 用 水 の 供給 に 有利 で す 。 

輸出 加工 区 の 開発 面積 は 約 1. 5kW で す 。 

輸出 加工 区 は 、 中 国 と 東南 アジ ア へ 通じ 
る 南浦 港 が あり 、 平 壌 と 南浦 市 の 中 心 部 に 
近い と いう 地域 的 特性 と 、 豊 か な 労働 力 と 


進 島 輸 


進 島 輪軸 加工 区 は 、 大 同 江 が 朝 健 西海 に 
注ぐ 大 同 江 下 流 地域 の 南浦 市 似 生 島 区 域 に 
位置 し て いま す 。 

地形 は 海抜 40m の 平地 で す 。 

加工 区 は 、 南 浦 市 の 有利 な 地域 的 特性 を 
利用 し て 原材料 を 関税 な し で 搬入 し 、 各 種 
の 軽工業 お よび 化学 製品 を 生産 し て 対外 輸 
引 了 人 2 SEel 目 上 SA 0 

加工 区 は 平壌 か ら 40km、 南 浦 港 か ら 4km、 
南浦 駅 か ら 2km、 平 壌 一 南浦 間 の 青年 英雄 
道路 か ら 11. 5km、 平 壌 国際 空港 か ら 60km の 
所 に ある の で 人 員 の 出入 と 物資 の 搬出 ・ 搬 
入 に 便利 で す 。 

電力 の 供給 の た め に 、 開 発 地域 と 近い 所 
隊 生 SE を 予定 し 
RMO 

通信 に 必要 な 通信 網 の 建設 に お いて 大 き 


国 ! 


2 ーー 
設 さ れ ます 。 


質 易 な ど を 基本 と し て 建 


将来 的 に は 、 南 浦 港 を 中 心 と し て 南浦 市 
の 一 部 と 自然 の 風致 が 美しい 大 同 江 下 流 地 
域 に 金融 、 観 光 、 不 動産 、 食 品 工 業 を 結合 


し た 総合 的 な 経済 開発 区 を 建設 


II 間 IAONS Sc 


0 加計 時 の 


2 


開発 方 式 は 、 朝 鮮 の 企業 と 外国 人 投資 家 
合弁 開発 方 式 と 、 朝 鮮 の 企業 また は 


外国 人 投資 家 が 単独 で 開発 する 方 式 で す 。 


開発 期間 は 50 年 で す 。 
朝鮮 経済 開発 協会 


朝鮮 民主 主義 人 民 共和 国 平壌 市 大 同 江 区 


吊 和 L 8 050 王 久 王 8 三 記 川 め 
MK 8 68500 王 カ 王 86 王 6 


和 


E 一 mail : sgbed@⑳@star 一 co. net. kp 


出 加工 区 


な 間 題 は な く 、 
供給 に 有利 で す 。 


輸出 加工 区 


水 資源 も 豊か な の で 用 水 の 


輸出 加工 区 の 開発 面積 は 1. 37kW で す 。 
は 環境 保護 、 省 エネ の 原則 に 


基づい て 企業 を 受け 入れ 、 将 来 的 に は 新 し 


い 産 業 分 野 を 開拓 する 加工 輸出 


錦 易 と 保税 


加工 賞 易 を 組み 合わ せ た 地 帯 と し て 建設 


KEKGU DESO 


開発 方 式 は 、 朝 鮮 の 企業 また は 外国 人 投 


資 家 が 単独 で 開発 する 方 式 と 、 
合弁 開発 方 式 で す 。 


と 外国 人 投資 家 に よる 
開発 期間 は 50 年 で す 。 


真 興 貿 易 会 社 


朝鮮 の 企業 


朝鮮 民主 主義 人 民 共和 国 平壌 市 中 区 域 


山 問 陀 0065 こ 05259 め め 6 
FAX : 0085 一 02 一 381 一 4654 
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Wiilin し 


$ 昌 、 還 アメ ルズ 還 中 1 車 会 ' 

2 ー つ / / ンー 
人 杉 連合 企業 所 ーー 
楽 元 機械 連合 企業 所 は 大 規模 か つ 総 合 的 な 
大 型 機械 生産 基地 で す 
企業 所 に は 鋳鉄 、 鋳 鋼 、 鍛 造 、 油 圧 機器 、 
精密 加工 、 熱 処理 、 シ リン ダー、 大 型 造機 な 
どの 基本 職場 と 素材 の 生産 、 加 工 、 仕 上 げ エ 
程 が あり 、 建 設 部 門 や 採掘 工業 部 門 で 使わ れ 
る 大 型 掘削 機 、 油 圧式 機械 設備 、 鋳 鉄 品 、 大 
型 酸素 分 離 機 な どの 大 型 機械 と 対象 設備 を 生 
産 し て いま す 。 
また 、 近 代 的 な CNC 加 工 設備 に よっ て 生産 の 
土 人 を さら に 強化 し 、 コ ンピュータ 制御 に よ 
る プラ ズ マ 表面 熱処理 技術 、 球 状 黒鉛 鋳鉄 に 
よる 歯 事 、 曲 軸 生 産 技術 な どの 新 技術 を 絶え 
ず 導 入 し て 製品 の 質 を 高め て いま す 。 
バケ ッ ト 容 量 1 mm の 油圧 式 掘削 機 、 5 Y の 
呈 削 機 、 油 圧式 トラ ッ ク ク レー ン 、 バ ケッ ト 
容量 0.1rf の トラ クタ ー 掘 削 機 、 回 転 式 さ く を 生産 し て お り 、 そ れ に よっ て 得 ら れる 酸 
機 を は じ め 、 こ の 企業 所 で 生産 され る 機械 設 純度 は 99.99% で す 。 還 


o 


甘 幅 


[ 


HH 
ET 


備 は 性 能 が よく 、 人 民 経 済 の 各部 門 に 広く 導 上 場 で 生産 され る 酸素 分 離 機 は 興南 肥料 連合 
入 さ れ て いま す 。 企業 所 、 金 策 製鉄 連合 企業 所 を は じ め 人 民 経済 
企業 所 は 各 経 済 部 門 が 求め る 油圧 弁 や 高圧 の 重要 部 門 に 導入 され て 生産 の 正常 化 に 大 い に 


80 寄与 し て いま す 。 

要 な 役割 を 担っ て いま す 。 

企 の 傘下 の 生産 能力 が 高い 褒 素 分 

企業 所 傘下 能力 が 高い 楽 元 酸素 凡人 


離 機工 場 で は 15000、8000、6000、 9506 90 に 記 
明 時 朝鮮 民主 皇 民 共 和 国 平壌 市 東大 院 


FAX : 850 一 2 一 381 一 4410/4416 
E 一 mail : kigye@star-co. net. kp を 
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3 買 易 会 杜 


TEL:0085 語 02m 16989m0302 
FAX : 0085 一 02 一 381 一 4410 


黄海 北道 沙 里 院 市 に 法定 住所 が ある 正方 錦 易 
会 社 は 、 土 産 の 農産 物 の 生産 と 輸出 、 加 工 貿 
易 を 基本 と する 会 社 で す 。 

当社 に は 輸出 源 を まかなう 専門 農場 と キノ コ 
な どの 輸出 品 生産 基地 が あり ます 。 

専門 農場 で は 農 作 に 適し た 気候 条件 を 備え た 
地域 の 特性 を 生か し て 、 国 際 市 場 で の 需要 が 
高く 、 経 済 的 実利 が 大 きい 優良 品種 の 作物 の 
生産 と 栽培 技術 の 分 野 に お いて 世界 各国 と の 
交流 、 協 力 を 深め て いま す 。 

キノ コ 生 産 基地 で は キノ コ の 生産 を 工業 化 、 
集約 化し て 食用 キノ コ と 薬用 キノ コ を 年 中 多 
量 生産 し て いま す 。 

統合 生産 シス テム に より 原料 の 粉砕 、 基 質 の 


2 り ウオ シン 


成形 、 菌 の 培養 な ど 、 す べ て の 生産 工程 が 流れ 
式 に な っ て お り 、 キ ノコ の 生長 に 有利 な 環境 と 
条件 を 十分 に 整え 、 菌 糸 体 を 形成 し た エノキ タ 
の 2 ラク 0 の 204 
昔 か ら 長 生 不 老 楽 と し て 知ら れる マン ネン タ 
ケ も 自然 環境 の も と で 栽培 し て いま す 。 
ゴマ や エゴ マ 、 ア ズ キ な どの 土産 の 農産 物 と 
編 組 み の 籠 や 帽子 、 座 布団 、 ハ ギ で つく っ た 各 
種 の 盆 な ども 当社 の 主要 な 輸出 品 で す 。 
また 、 ガ ラス の 加工 基地 、 耕 半 機 の 組み 立て 
基地 、 射 出 長 団 、 レ イン コー ト の 生産 基地 を 和 仙 
いて 製品 の 生産 を 正常 化し て いま す 。 
当社 の ガラ ス 加 工 基地 か ら 出 荷 さ れ る 精巧 な 


ガラ ス 製 品 は 高い 
を 満足 させ て いま す 。 

当社 は 、 輸 出品 生産 基地 を さら に 近代 化 
し 、 輸 出品 の 品目 を 増やし 、 浪 易 活 動 の 多角 
化 、 多 様 化 を 実現 する た め に 努力 を 


MR 昌 き 4 いる の で 


朝鮮 民主 主義 人 民 共和 国 商業 会 議 所 法 


2010 年 7 月 8 日 、 最 高 人 民 会 議 常任 委員 会 政 念 第 946 号 と し て 採択 


第 1 条 ( 商 業 会 議 所 法 の 使 偉 ) 
朝鮮 民主 主義 人 民 共和 国 商業 会 議 所 法 は 、 商 業 会 議 所 の 運営 
に お いて 規律 と 秩序 を 確立 し て 対外 経済 協力 と 交流 を 深め る こ 
と に 寄与 する 。 
第 2 条 ( 定 義 ) 
本 法 に お いて 用 語 の 定義 は 以下 の 通り で ある 。 

1. 商業 会 議 所 と は 、 対 外 経済 協力 と 交流 を 実現 する た め に 組 
織 し た 買 易 促進 団体 で ある 。 


2. 会 員 と は 、 商 業 会 議 所 に 加入 し た 機関 、 企 業 、 団 体 と 外国 
人 投資 企業 の よう な 法人 で ある 。 
第 3 条 (商業 会 議 所 の 設立 と 活動 原則 ) 

団体 の 経済 的 利益 


対外 経済 協力 と 交流 を 深め 、 機 関 、 企 業 、 

を 保護 する た め 、 朝 鮮 民 主 主 義人 民 共和 国民 族 商業 会 議 所 を 設 

立 する 。 

田家 は 、 商 業 会 議 所 の 活動 に お いて 平等 と 互恵 、 信 

を 堅持 する よう に する 。 

第 4 条 ( 商 業 会 議 所 の 活動 に 対す る 法 的 保護 ) 

河 業 会 議 所 は 、 そ の 合法 的 な 活動 に 対し て 法 的 保護 を 受け る 。 
第 5 条 ( 適 用 対象 ) 
本 法 は 、 当 該 の 機関 、 企 業 、 団 体 と 公民 、 外 国人 投資 企業 に 

適用 する 。 
第 6 条 ( 商 業 会 議 所 の 構成 ) 

光 業 会 議 所 は 、 所 ] 

員 で 構成 する 。 

第 7 条 ( 商 業 会 議 所 の 最高 決議 機関) 

光 業 会 議 所 の 最高 決議 機関 は 会 員 総 会 で ある 。 

第 8 条 ( 会 員 総会 の 招集 ) 

会 員 総会 は 、 毎年 一 回 、 商 業 会 議 所 が 定期 的 に 招集 する 。 

前 業 会 議 所 が 必要 だ と 認め た 場合 と 、 会 員 の 3 分 の 2 以上 の 要 

請 が あっ た 場合 に は 非 定期 会 員 総会 を 招集 する こと が で きる 。 

第 9 条 ( 会 員 総会 の 招集 通知 ) 

光 業 会 議 所 は 、 会 員 総 会 を 招集 する 1 カ月 前 に 会 議 招集 の 日 時 

場所 、 討 議 す る 問題 な ど を 会 員 に 通知 し な けれ ば な ら な い 。 

第 10 条 (商業 会 議 所 の 運営 資金 ) 

商業 会 議 所 は 、 会 員 加 入 費 と 会 費 、 サ ービス 料 な ど を 資金 源 

と し て 運営 する 。 

会 員 加入 費 と 会 費 、 サ ービス 料 は 、 国 家 価格 第 

た 基準 に 基づい て 商業 会 議 所 が 定め る 。 

第 11 条 (商業 会 議 所 分 所 の 設 置 ) 

泊 業 会 議 所 は 必要 な 地域 に 分 所 を お いて 運営 する こと が で きる 。 

分 所 は 商業 会 議 所 の 指導 の 下 に 活動 する 。 

第 12 条 (事務 所 、 代 表 部 の 設置 ) 

泊 業 会 議 所 は 外国 に 事務 所 、 代 表 部 を 置い て 運営 する こと が 

で きる 。 

第 13 条 (非常 設 部 門別 委員 会 の 組織 ) 

痛 業 会 議 所 は 、 そ の 活動 の た め に 非常 設 部 門別 委員 会 を 組織 

する こと が で きる 。 
非常 設 部 門別 委員 会 は 、 対 外 経済 協力 と 交流 に お いて 提起 さ 

れる 重要 な 問題 を 討議 する 。 
第 14 条 (商業 会 議 所 の 任務 と 権限 ) 
商業 会 議 所 の 任務 と 権限 は 以下 の 通り で ある 。 


1] の 原則 


、 副 所 長 、 書 記 長 と その 他 必 要 な 数 の 成 


池 


e 


ーー 


機関 が 定め 


1. 当該 の 国際 機構 お よび 外国 の 商業 会 議 所 、 企 業 、 団 体 と 対 
外 経 済 協力 ・ 交 流 の た め の 合意 書 な ど を 締結 し 履行 する 。 

2. 法人 確認 書 、 輸 出入 商品 用 途 確 認 書 、 原 産地 証明 書 、 不 可 
抗力 証明 書 な どの 対外 貿易 活動 に 必要 な 認証 文書 を 発給 する 。 

3. 国際 貿易 条件 の 解釈 に 関す る 規則 、 信 用 状 統一 規則 、 標 人 
商業 様式 な どの 国際 的 な 慣例 、 慣 習 、 協 定 の 内 容 な ど を 会 員 に 
普及 する 。 

4. 朝鮮 また は 外国 で 対外 経済 協力 と 交流 の た め の 博 覧 会 、 展 
覧 会 、 コ ユ コンサルティング な ど を 催す 。 

5. 機 関 、 企 業 、 団 体 と 外国 の 企業 また は 個人 と の 貿易 お よび 
投資 に 関す る 商業 的 連係 を 結ぶ 。 

6. 輸出 商品 、 特 許 技術 製品 、 商 標 の 紹介 、 輸 出 基 地 の 人 造成 、 
販路 の 開拓 、 物 資 の 交流 、 投 資 の 誘致 な どの 間 題 に つい て の 詩 
間 サ ービス を 行う 。 

7. 特許 権 所 有 者 また は 商標 権 所 有 者 の 申請 に より 、 朝 鮮 ま た 
は 外国 の 当該 機関 に 特許 と 商標 権 を 登録 する た め の 代 理 サ ー ビ 
ス を 行 う 。 

第 15 条 (会 員 の 加入 対象 ) 

商業 会 議 所 の 会 員 と し て は 、 機 関 、 企 業 、 団 体 と 外国 人 投資 
企業 が 加入 する こと が で きる 。 

第 16 条 (会 員 の 加入 申請 ) 

商業 会 議 所 の 会 員 と し て 加入 し よう と する 機関 、 企 業 、 団 体 
と 外国 人 投資 企業 は 、 商 業 会 議 所 に 会 員 加入 申請 書 を 提出 し な 
けれ ば な ら な い 。 

会 員 加 入 申請 書 に は 商業 会 議 所 が 要求 する 事項 を 明記 し な け 
れ ば な ら な い 。 

第 17 条 (会 員 加入 審議 お よび 会 員 登録 ) 
会 員 加入 申請 書 を 受理 し た 商業 会 議 所 は それ を 適時 に 審議 
し 、 承 認 ま た は 人 否決 し な けれ ば な ら な い 。 

機関 、 企 業 、 団 体 と 外国 人 投資 企業 の 会 員 加入 を 承認 し た 場 
合 に は 、 会 員 登 録 台帳 に 登録 し 、 会 員 証 を 発給 し な けれ ば な ら 
な い 、。 


第 18 条 (会 費 の 納付 ) 

会 員 は 商業 会 議 所 に 会 費 を 適時 に 納付 し な けれ ば な ら な い 。 
第 19 条 (資料 の 漏洩 禁止 ) 

商業 会 議 所 は 、 活 動 過 程 に 知っ た 会 員 の 内 部 資料 を 漏洩 し て 


は な ら な い 。 

第 20 条 (会 員 の 除名 ) 

当該 の 機関 、 企 業 、 団 体 と 外国 人 投資 企業 が 会 員 の 資格 を 失 
っ た 場合 や 、 解 散 ま た は 破産 し た 場合 に は 除名 する 。 

商業 会 議 所 は 、 会 員 が 除名 され た 場合 、 会 員 登録 台帳 か ら 削 
除 し 、 会 員 証 を 回 収 し な けれ ば な ら な い 。 

第 21 条 (苦情 申し 立て お よび その 調査 、 処 理 ) 

商業 会 議 所 の 活動 に 関し て 異議 が ある 場合 に は 、 当 該 機関 に 
震 情 を 申し 立て る こと が で きる 。 

当該 機関 は 、 苦 情 申 し 立て を 受理 し た 
査 、 処 理 し な けれ ば な ら な い 。 

第 22 条 (行政 的 ・ 刑 事 的 責任 ) 

本 法 を 犯し て 重大 な 結果 を 招い た 者 に は 、 そ の 程度 に 応じ て 
行政 的 も し く は 刑事 的 責任 を 負わ せる 。 


か ら 30 


以内 に 調 


成 鏡 南 道 商 川 地区 に 位置 する 但 陽 鉱 画 は マグ ネ サ イト 鉱 有 の 埋蔵 量 が 40 余 
億 ドン の 世界 屈指 の マグ ネ ザ イ ド 生 産 基地 で す 。 
鉱山 に は マグ ネ サ イト 鉱石 を 採掘 する クム サン 二 。6 月 5 時 玉 な どの 堺 が あ 
り 、 マ グ 球 シフ クリ ンー ョ 電気 浴 融 マダ 委 ジア ウリ シカ 軽 焼 マ 用 
シ ア の 生産 基地 も あり ます 。 
採掘 の 大 型 化 、 返 代 化 を 実現 し た 鉱山 で は 、 容 孔 台 車 、 自 走 式 削 貼 右 車 な 
どの 採掘 設備 と 東 発 破 に よる 全面 月 時 式 mW 中段 採掘 法 を 取り 入れ て マグ ネ サ 
イト 鉱 物 の 生産 を 高い 水準 で 正常 化し て お り 、 大 型 シ ョ ン < ツ レ カ ー、 大型 トラ 
ッ ク な ie 多量 運 抜 し で いま す 。 
破砕 か ら 選 別 、 処 理 に 至る まで 選鉱 工程 は 流れ ライ ン 化 され て お り 、 近 代 
的 な 輝 選 別 和 機 を 導入 し て 鉱石 の 実 収 率 を 高め て いま す 。 
釣 il で 生産 する マグ サイ ド 魚 大 ,(1 級 ) は Mg0 46..68 炉 Sn02 0.6% 
、Ca0 0.9%、CO2 "5Ta4%、 シ の 他 0。689% で す 5 
鈴 山 で は マグ ネシア ・ ク リン カー 炉 、 軽 焼 炉 計 電 気 深 融 クリ ンカ ー 炉 に よ 
る マグ ネジ シ 加 工 品 の 生産 と 質 の 向上 に 訪 を 入れ 、 高 品位 の 製品 を 生産 し て 
いま す 。 


鉱山 で 生産 する マ 勿 系 シア ドク リン カー(3m、 10mm) と 電気 浴 柄 マグ ネジ シア 。。 クン 
カー、 軽 焼 マ グ ネ シア は 世界 各国 に 輸出 され で ます 。 


朝鮮 マグ ネシア ・ ク リン カー 工業 総会 社 
朝 鮭 民主 圭 義人 民 共和 国 平壌 市 普通 江 区 域 
TEL : 850 一 2 一 18111 一 381 一 8166 

FAX : 850 一 2 ニ 38m 4634 
E 一 mail mcig ⑳ silibank. net。kp 
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シン 人 シン テ 必 ジ 2 
を 引く 新義 州 銀河 タオ ル 
消費 者 の 皆様 に 愛用 され て い 


ぷ ぶ あり 、 人 々 の 好み に 応じ て 各種 の 


工場 で は 幅 33cm、 長 さ 77cm の タオ ル 、 幅 75cm、 長 さ 
140cm の バス タオ ル 、 タ オル 地 の ハ ンカ チ 、 足 ふき 、 
ベッ ドカ バー、 枕 カバ ー な ど 、 各 種 の 製品 を 生産 し て 
MY 記す 。 

タオ ル 製 品 の 多 色 化 、 多 種 化 、 多 様 化 を 目指 し て いる 
工場 で は 、 数 百 種 の 色 見 本 デー タベース に 基づく 科学 的 
な 純 費 タ オル 染色 方 法 に よっ て 染色 を 迅速 に 行い 、 多 様 
な 模様 を 自由 自在 に つけ る こと が で きる 数 値 制御 模様 織 
機 を 設置 し て タオ ル の 品位 を 高め て いま す 。 


JMM 


工場 で は 、 人 々 の 文化 水準 の 向上 に 即 し て タオ ル の 
種類 を 増やし 、 質 を さら に 改善 する こと に 主力 を 注い 


で いま す 。 


朝鮮 銀河 貿易 総会 社 

朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 東大 院 区 域 
山 朋 馬 850 計 用 計 lSill 思 98l 思 8642/4858 
FAX:850-2-381-4506 

E-mail :unha@silibank. net. kp 


2sQ5 率 7 一 9 弄 5 
・ 車 体 寸法 ( 長 さ メ 幅 ※ 高 さ ) : 4405X1685X1910mm 


車体 寸法 ( 
・ 軸 距 : 2800 mm 
2 トー ・ 車 輸 間 距離 (前 / 後 ) : 1440/1430 mm 
| - プ 上 ・ 車 両 重量 : 1280kg 
2 」 ルー ・ 最 大 積載 時 重量 : 2025kg 
・ 最 高速 度 : 120km/h 
・ 乗 車 定員 : 11 人 
・ 燃 料 消費 率 : 60g/km 
・ 気 筒 形 式 : 直列 4 気筒 
気筒 の 容積 : 1.5L 
・ 駆 動 形式 : フロ ント エン ジン ・ リ アド ライ ブ (4xX2) 軒 
・ 変 速 装置 の 形式 : 手動 5 段 
・ ブ レー キ 装 置 の 形式 : 円 板式 / 円 筒 式 
・ タ イヤ 規格 : 175/70R14LT 


青 風 合 弁 会 社 

朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 万 景 台 区 域 
TEL:0085 一 02 一 18111 一 381 一 8544 
FAX:0085 一 02 一 381 一 4410/4416 
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っ 志村 圭 に ー 


キー テ ェ ー ュ に 旨 
| | | 問 時 am こっ 人 
計 - 党 - 棚 . 


柳 元 製 寺 工 場 は 、 各 種 の 運動 和 靴 と スポ ー ツ 財 を 生産 する 
近代 的 で 生産 能力 の 高い 工場 で す 。 ' 
工場 で は すべ て の 生産 ・ 運 営 設備 を リア ル タ イ ム で 監視 、 制 御 で き 計 護 
る 省エネ 型 統合 生産 シス テム を 構築 し 、 先 進 技術 を 積極 的 に 導入 し て 
生産 と 品質 の 最良 化 を 実現 し て いま す 。 

レー ザ 裁 断 機 、 ス クリ ー ン 摘 染 機 、 甲 被 編 機 、 靴 底 2 名 射出 機 、 靴 流れ ライ 


es | 「 ン 、 各 種 の 靴 底 用 型 、 申 東 き 成形 型 な どの 近代 的 な 機械 設備 を 備え 、 生 産 エ 
ここ 引 本 eo ボ 程 を 自動 化 、 流 れ ラ イン 化し て 多種 化 、 多 様 化 、 多 色 化 され た 運動 靴 を 大 量 
邊 麻 MNGUOBse 


工場 で は 、 超 臨界 誠 酸 ガス に よる 塩化 ビニ ル 発 泡 技術 、 熱 可 落 性 ポリ ウレ 
タン 材料 を 網 布 に 熱 圧搾 する 技術 、 積 層 印 刷 技 術 な ど に よっ て 運動 潜 の 通気 
性 と 弾性 、 装 飾 効 果 を 高め 、 軽 量化 し て いま す 。 
特に 、 サ ッ カ ー、 バ スケ ッ ト ボ ー ル 、 バ レー ボー ル 、 卓 球 、 陸 上 、 重 量 挙 
げ 用 な どの スポ ー ツ 靴 を 各 人 の 体質 的 特性 と 技術 的 ・ ス ポー ツ 学 的 特性 に 応 
| の 2 トン 2050 ENOESon 
日 ご と に 高まる 使用 者 の 要求 と 世界 の 超 勢 を 反映 し た 新しい デザ イン の 
創作 と 3D 靴 デザ イン プロ グラ ム を 利用 し た 新 製 品 の 開発 に も 力 を 入れ て 
WES 2 

また 、 反 復 曲げ 試験 機 、 衝 撃 試験 機 、 サ ッ カ ー 靴 特性 試験 機 な どの 近 
代 的 な 検査 ・ 測 定 設備 を 備え て 品質 を 保証 し て いま す 。 

「 柳 元 」 ブ プラ ンド の 靴 は 軽く て 便利 で 、 か つ ス マー ト な うえ に 質 が よい 
の で スポ ー ツ の 選手 と 愛好 家 の 間 で 好評 を 博 し て いま す 。 


朝鮮 履物 錦 易 会 社 
朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 中 区 域 

TEL : 00850 一 2 一 18111 一 18999 0P3418140 
FAX : 00850 一 2 一 381 一 4485 

E 一 mail : mlidea ⑳ star 一 co. net. 
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隊 叶 
に 


ジウ ュ ョ レン 


北 青 農業 開発 区 


業 と 果物 総合 加工 業 、 


産 シ ステ ム を 確 
SAfU SS 且 


北 青 
業 開発 区 


は 開発 』 


間 が 50 年 で あり 、 果 樹 栽培 
畜産 業 が 結 含 され た 環状 特 環 生 
E 立 し た 近代 的 な 農業 開発 区 と し て 建設 


開発 区 は 朝鮮 


下部 の 東海 岩 ( こ 位置 する 成 鐘 南 道北 青 


郡 の 文 油 洗 、 


富 洞 里 、 鐘 山里 の 一 部 を 占め て お り 、 


開 


発 面積 は 約 3 km 
開発 区 の 地形 
少し 丘陵 地帯 が 

10C 以 上 の 気 
は 7 で て 8 時 間 で 
に 適し て いま す 。 
開発 区 に は 平 
発 区 か ら 新 北 青 
開発 区 文 は 興南 


開発 区 は 、 
iQ 十 ( の 講 要 を 
る の で 用 水源 が 


国境 橋 頭 か ら 22 
虚 川 


Sd 
は 大 部 分 が 平地 で あり 、 山 麓 に 沿っ て 
あり 、 平 均 海抜 は 30 て 100m で す 。 

温 が 170 て 180 日 続き 、 1 日 の 日 照 時間 
あり 、 地 形 や 気候 、 風 土 が 果樹 の 栽培 


候 、 


Z 壌 と 恵山 、 清 津 を 結ぶ 道路 が あり 、 開 
駅 まで の 距離 ( で 
港 か ら 113km、 端 川 港 か ら 112km、 恵 
4km の 距離 に あり ます 。 
川江 発電 所 で 生産 され る 電力 を 利用 し 
満た すこ と が で き 、 北 青江 が 流れ て い 
豊か で す 。 


北 青 農業 大 学 


に ある の で 、 昌 樹 栽培 の 専門 家 、 


上 ませ ん 。 

開発 区 は 味 と 
ゴ を 広く 栽培 し 
樹 機械 工場 と 地 


の よう な が 高等 教育 機関 が 開発 区 の 近く 


技術 者 の 採用 に も 事 


符 り が 独特 で 貯蔵 性 が 大 きい 北 青 リ ン 
て 輸出 し 、 北 青果 物 加工 工場 、 北 青果 
域内 の 豊富 な 労働 力 な ど が ある の で 、 


果物 加工 業 の 発 
開発 区 で は 果 
る オケ ラ 、 イ カ 


FE 必 、 ダ ジル ジ ジン と 、 

で ツク 、。 

業 も 発展 させ る こ 
農業 開発 方 式 に 


産 品 、 


合作 を 行う 方 


展 性 が 非常 に 大 きい と 言え ます 。 
物 の 加工 だ け で な く 、 地 域内 に 自生 す 
リ ソ ツウ 、 ト ウキ な どの 薬 草 、 ワ ラビ 、 
コノ OU の 
それ に 東海 の 水産 物 を 利用 し た 加工 
と を 計画 し て いま す 。 
は 、 朝 鮮 の 当該 企業 と 外国 人 投資 家 
式 と 、 外 国人 投資 家 が 単独 で 企業 を 設 


立 し て 開発 する 方 式 が あり ます 。 
朝鮮 経済 開発 協会 
朝鮮 民主 主義 人 民 共和 国 平壌 市 大 同 江 区 域 


IM ae) 王 王 9 二 I め 
FAX : 850 一 2ー381 一 5889 


E 一 


2 
201 oi 


mail : sgbed @⑳ star 一 co.net. kp 


国対 外 罰 易 


主 0 Em 1 レン 12z ジン レ 
いこ mー を 4 8 


デジ タル 気圧 計 は 大 気圧 の 変化 過程 を 測定 する 器具 で す 。 
2 昌 所 エエ 


こ 剛昌 1 リー 、 ブン 2N 、 


ー - 夫人 和 計 は 人 ド の 場所 で 風向 、- 出 巡 を 観測 し 、 大 気温 度 ぐ 度 を 


= 本 向 測定 範 


: 8 方 位 
・ 風速 測 定 範 囲 e 0.1ー15n ア eee 
・ 大 気温 度 測 定 範囲 : 一 30->60'@⑯ 


= - ・ 大 気温 度 測定 範囲 15- 999 光 _ ーー 
ーー 60 
ーーp "電源 :DC 3.7V ー 
内 
- 解放 山 質 易 会 社 
2 こ 朝鮮 民主 主義 民 共 和 国 平壌 市 中 区 域 
人 FAX:850-2-381-4410/4416 
FE-mail : shma@star-co. net.kp 


EE 


に 」 
トー 
FT 
| 
則 
甘 
1 
= 


平壌 市 の 郊外 に ある 柳 京 バラ 加工 工場 で は 、 
バラ 茶 、 ロ ー ズ 油 、 バ ラ 水 な ど を 生産 し て い 
所 すら 

工場 で は 、 毎 年 5 月 か ら 10 月 に か け て 咲く ダマ 
スク 系 バラ の つぼ み を 選別 し 、 そ の 水分 含量 を 
測定 し た 後 、 そ の 量 に 応じ て 乾燥 時 間 を 設定 し 
て 乾燥 させ 、 自 然 の 香り が 保 た れ て いる バラ 茶 
を 生産 し て いま す 。 

また 午前 5 時 か ら 8 時 の 間 に 咲 く ダ マス ク 系 バラ 
で 水蒸気 蒸留 方 法 に よっ て ロー ズ 油 、 バ ラ 水 、 
ロー ズ 香 水 な ども 生産 し て いま す 。 

ロー ズ 油 と バラ 水 に は 抗 酸化 物質 や ビタ ミン 
C、P、K、E、B 群 、 微 量 元素 が 多く 含ま れ て いる 
の で 健康 に よく 、 美 容 効 果 も あり ます 。 


L 場 で は ロー ズ ) 


Q 員 


留 で 得 ら れる バラ 水 は 


O 


「 柳 京 」 ブラ ン 


朝鮮 祥 原 錦 易 会 社 


1 次 蒸留 で 得 ら れ た バラ 水 は ロ ー ズ 化粧 水 や ロ 
ー ズ 乳液 な ど 化 粧品 の 原料 と し て 使わ れ 、2 次 蒸 
ロー ズ 浴 水 と し て 使わ れ 


ズ 香 水 も 製造 し て い 


* の バラ の 加工 品 は 符 り が よ 
、 楽 理 的 作用 が ある の で 、 使 用 者 の 間 で 好評 
きき て いま す 。 


朝鮮 民主 ヨ 


国 平壌 市 普通 江 区 城 


FAX:0085 一 02 一 381 一 4416 
E-mail : sw2012@star-co. net. kp 


駐 パ ら な い 。 に る へ 年 
ES 消 時 革 区 労 働 規 定 た 第 29 条 (養成 、 技 術 研 修 ) 旨 008 人 人 
企業 は 技能 工 0 )。 企 こ 即 し て 従業 員 の 
企業 は 技能 工 の 養成 、 技 術 研修 の た め 第 38 条 (生活 補助 金 ) た め の 記 旧 所 、 急 科 を 設 サ て 軍 党 ナ 


に 従業 員 を 外国 へ 派遣 こと が 3 
②013 年 12 月 12 日 、 最 高 人 民 会 議 常任 委員 会 決定 第 150 号 と し て 採択) る 、 この 場合 生得 朋 の 全 だ は 、 成 期間 の 科 員 や 企業 の うと 2 で きら 
承認 を 得 な けれ ば な ら な い 。 た 時 の 9 し 上 の 陸 0 生生 ( 学 作 安全 朱 代 7 
第 1 章 一 般 規 定 賃金 ベー ス と 支払 い 形 式 な ど を 独 。 第 16 条 (労働 カ 採 第 3 章 労働 時 間 と 休息 (1 ば な ら な い 。 IN た め の 錠 人 全 打 教育 を 施し て か ら 
第 1 条 (使命 ) 自 に 決 E す る 権利 を 有する 。 MI 6 条 (労働 力 採用 契約 、 労 働 契約 生活 補助 金 を 三 え る 期間 は 3 ヵ月 を 労働 を させ な けれ は な ら な い 。 
本 規定 は 、 経 済 開発 区 に お いて 労働 カ Ia ' Te 5 労働 安全 技術 教育 の 期間 と 内 容 は 
の 採用 、 労 働 と 休息 、 労 働 報 本 と 労働 保 第 2 章 労働 力 の 採用 と 解雇 価 超 約 は 反発 区 和 機関 の 水池 を 間 は ーH8 叶 間 、 過 平 人 0 時 間 と する 。 7 生生 の 
護 、 社 会 保険 お よび 福 会 保障 に 関す る 秋 。 第 9 条 ( 得 た 日 か ら 多 力 を 有する 。 0 の NePY 涯 企業 は 、 従 業 貞 に 夜間 生生 し の の に 
序 を 確立 し 、 外 国 投 次 企業 の 党 活動 と を ES "法規 に に 1 _ 第 25 条 (企業 の 労働 時 間 遵 守 義 務 ) 生業 は 、 征 業 中 に 夜間 勤務 を させ た 企業 は 従業 員 に 労働 保護 用 具 、 作 業 
の 人 を の に 人 する ほ 開 発 区 に お いて 、 わ が 国 の 労働 結ん た だ は 多 を 有 し な い 、 企業 は 征 和 上 に 定め られ た 守 人 時 間 パ り 定 め ら れ た 演 叶 間 外 の 超人 勤務 を 必需品 、 和 剤 、 許 剤 、 楽 剤 な どの 
に 寄与 する 。 力 を 供給 する 動 は 当 該 経済 開発 区 を 小 ロ こ ボ 科 有 し よい い 。 に 労働 を させ な けれ し ば な ら な い 。 に こ 宣 、 日 給 ま た は 時 給 の 150% の 労働 保護 物資 を 定め られ た 基準 ど お 
条 (人 香 管 暑 する 下 央 機関 また! は 道 ( 直 輔 市 ) 第 17 条 (労働 力 採用 契約 、 労 作 契 約 や む を 得 地 想 骨 勤 務 を させ た り 祝 人 村 間 外 の 各 間 動 務 を させ り に 、 そ の つど 供給 し な けれ ば な ら 
PT 人 泊 用 半 うと する 和 人 に は また 時 WI 0 な い 。 
は 半生 RM 6 iA 労働 力 採用 契約 、 労 働 契 約 は 当事者 2 同軸 組 織 ま た NNW の 200000 計 謀 。 財 4 生 5 談 育 選 内 の 
統一 的 な 堂 提 と 統制 1 区 を 千 へ な い 場 紀 8 ぎ か ら 倍 日 の 6 時 ま テム を 確立 し 、 設 備 の 点 央 的 に 
細 す る 中 欄間 また け 肖 HGA る 、 採 用 し な く て も 村 わ な い 、 を が し た り 取 り 消 そう と 第 26 条 (祝日 と 公休 日 の 休息 の 保障 ) で の 人 全 の こと で あな 人 わな り れ ば な ら な い 。。 
人 き お 直 四 第 10 条 (わが国 の 労働 力 の 中 する 手合 に 』 経済 開発 区 管理 機関 の 承 RNN と 公休 日 2 (祝日 、 公 休日 の 労働 に 対す 労働 災害 危険 が 生じ た 場合 に は 即時 
第 9 条 (労働 力 採用 の 原則 ) 企業 は 労働 力 罰 を 経 人 区 第 18 休 (人員 EK7SH ウ や 光 す 人 業 は 、 視 日 、 公 休日 に 従業 員 に 仕 "ば な ら な い 。 4 人 まし な サ れ 
経済 開発 区 に お いて 、 人 外国 投資 企業 ( 理 機関 を 通じ 5 経済 開発 区 入 の 解雇 事由 ) ク 労働 を させ た 場 夫 で 公休 日 に 従業 員 に 仕 ば なら な い 。 
以下 、 企 業 ) は わが 国 の 労働 力 を 基本 。 し な けれ ば な ら な い 。 業 が 労作 採用 期間 が 満了 する 前 UM 人 店 の まあ を させ て 代休 を な えな か っ た 提 合 、 第 人 条 (狂人 和広 の 導 ぎ ) 
し て 採用 する 。 勤 基 0 II に 人 上 を 解雇 で きる 場合 は 次 の と お 1 し ば な ら な い 。 人 08 従業 員 は 作業 設備 を 規定 どおり に 管 
管理 メン バー や 特殊 な 職種 の } 1 、 採 用 する 労作 2 Se 上 、 27 条 (休暇 の 保障 ) 1 理 、 運 営 し 、 労 働 安 全 施設 と 労働 保 
間 邊 目 の の 全 7 の が 邊 0 人 な 2 馬 、 作業 中 の 公 析 を 除く ) に より 池 企業 は 従業 員 に 毎年 11 日 間 の 定期 人 昌和 半生 物資 の 利用 潜 序 を 守っ て 演 人 守 と 
2 採用 期間 、 叙 金 ペー ス 、 0 和 、 作 業 中 の 負 頒 を 除く ) に より 竣 を サ え 、 重 有人 、 和 有 和 働 を する 従業 企業 は 決算 の 一 施 で 人 基金 を 麗 を 本 療 に 防 が な けれ ば な ら な い 
労働 年 齢 に 達し な い 未 成年 者 の 採 月 記す る 。 こ が い 、 還 ま た は 企 員 に は 7 て 21 日 間 の 補充 休暇 を 与え な ! 備 し 、 仕 事 従業 員 に 賞金 また 
和議 ロジ 還 0 9 スリ な を える こと か で きる 全 業 は 、 作 家 に 和 遇 が 2 し 
第 4 条 (労働 生活 分 野 に お ける 男女 平 ii 半音 を 受理 し た 芝 人 人 ジロ 性 和 貞 に は 前 60 日 、 産 後 90 日 間 に Ao た り 重 傷 、 | PSR 
等 、 女 性 科 業 員 の 健康 保護 維 欄 関 は 、 定 め られ た 期間 内 に 企業 が 征 業 員 が 技術 ・ 技 能 不 足 の た め E MA PICSE0YUSe 議 TSUPO 
dE 軸 国 の 労働 を 供給 し な けれ か の 隊 種 で 働 IE ee 3 間 内 に 全額 支払 わな けれ ば な 管理 機関 に 通知 し な けれ ば な ら な い 。 
性 は 男性 と 同等 の 権利 を 有する 。 本 4 従業 員 た の に 者 内 馬 第 4 章 労働 報酬 重利 に oo 経済 開発 区 管理 機関 は 直ちに 事故 の 
経済 開発 区 管理 機関 と 企業 は 女性 従業 料金 を 経済 開発 区 管理 機 防 当 する を も た らし た り 錠 人 生 秋 序 に 反し て 第 28 条 (労働 報酬 の 内 容 ) は 貨 GS る 全 。 POP 3 
軒 の 且 作り 所 評 下 放 に - 衝 折 本 加わ ジン MS 従業 員 の 働 幸 間 に は 賃金 、 下 II 
関心 を 払う 。 _- AA (の 誠に 和 金 な どか 風 す 5。 本 科 S1 第 6 章 社会 
第 5 条 NR 第 12 条 (外国 の 労働 カ 従業 員 を 解雇 し よう は する 人 業 は 企業 は 労働 の 質 と 量 に 応じ て 労働 幸 し た り 、 押 必 さ れ た 仙 業 抽 に は 、 ME ER 
OO II りす 企業 は 、 編 業 同 胃 織 また は 従 半 員 の 代表 と 討議 剛 を 正確 に 計算 し 、 と 科 を が 終わ っ た 日 か ら 7 日 以内 に 人 和音 条 (和合 集 の 実施 
っ 化 的 、 衛生 的 な 条件 を 保 隊 す る 済 還 人 区 管理 機 剛 に 採用 する 外国 人 し 、30 日 前 に 当事者 に 知ら せな けれ ば 業 員 に 対し て は 性 別 、 年 齢 を 問わ ず 、 を 支払 わな けれ ば な ら な い 。 の 
2 UE 間 : 同等 の 労働 報酬 を 支払 わな けれ ば な ら 第 38 条 ( 明 職 補助 金 の 支払 い ) (52CNBSM IM2 
和 66 休 (人 業 員 の 月給 最 人 基準 の 制定 ) 。 地 、 知 識 の 程度 、 技 術 交 格 、 呆 、 職 泊 科 清 開 管理 要 関 に 辿 吉 し かけ 人 業 は その 事情 に より 生業 中 を 角 羽 。 守 会 
補 済 開 生 区 に お いて 保 員 の 月 維 育 華 種 な ど を 明示 し た 広 書 を 提出 し 、 合 意 。 生 和 2EO 第 29 条 (従業 員 の 月 給 の 制定 中 06、 及 金 きち が けれ は なら 。 池 末 相殺 只 。 全 全 全 陸 な どり 
革 宮 は 、 下 内積 が 雪 を 特 な けれ ならない 。 。 。 人 の お が だら の の 当 。 GL。 「。。。 の 上 会 
該 道 (直轄 市 ) 人 民 委員 会 、 経済 開発 区 ド 20 条 (従業 員 を 解雇 で きん 合 、 公 布 さ れ た 従 半 員 の 月給 最 低 基準 。 補 朋 多 員 を 解 尾 す る 
人 機 関 細 話し て 定め る 、 こ の 場合 少 働 力 を 採用 する 企業 は ガ カ 大 生業 貞 を 解 屋 で き な い 直人 は 次 の と 人 。 。 移 の つら 内 の 折る も で の だ 月 ERP 
人 労働 力 採用 状 働 力 採 1 処 約 も 生 ば な けれ 区 な ら な 2 操業 準備 中 の 企業 は 従業 員 ま た は 選 共に 重 聞 年 数 を 適用 し て 計算 チ る 。 20 
態 な 慮 する ヽ 征 AN 当 スソ 日 7 1. 関 に に か か っ た り 作 業 の 過程 で MS 無 技能 工 の 日 9 ゝ 所 処 有 き 1 \ は 社会 文化 に 4 を で な > 
55 2 導 合 、 接 約 に 採用 拓 間 、 労 会 傷 し て 失 錠 を 受け て いる 場合 - 近 生 が DE の 和 還 で だ の た 提 合 に は 、1 月 か の 商 を 尊し 人 会 化 人 基 金 は 企業 か ら 受け 
SI の 2 生 也 の 人 所 放 や に 55 半 人 m 和 | が で きる - 。 て 計算 する 用 し る 社会 保険 料 と 生 員 か ら 受け る 社会 
に 公布 し 、 縛 人 区 の 実情 に 即 し 系 楽 の 征 0 所 還 に OGA GO の 半 則 人 第 30 条 (休暇 費 の 支払 い ) NNN 
MM AA 第 14 条 (労働 契約 の 締 結 企業 は 定期 お よび 本 充 休暇 を と っ た 従 第 5 章 労働 保護 SN 
第 7 条 ( 了 同 明 織 と 従業 員 の 代表 ) 。 企業 は 隊 業 同和 織 ま た は 従業 員 の 。 和 邊 産前 北 休 明 、 授 凶 期 に あ 業 員 に 休暇 日 数 に よる 休暇 費 を 支払 わ 生 昌 全量 
経済 開発 区 に お いて は 企業 の 実情 に 即 代表 と 労働 契約 を 結 NN oe な けれ は ならない 。 2 
し て 和則 織 を つく り 、 運 堂 する 。 な い 。 EMEA に 還 産前 産後 休暇 を と っ た 女性 従業 只 に は | 錠 作 本 施 設 を 整え て 人 3 に OLU 上 まで に 導 
規模 が 小さ い 企業 に は 従業 員 の 代表 を 労働 邊 約 に お いて は 、 労 働 時 間 と 休 6 従業 上 員 が 辞職 で き る 場合 は 次 の と お 休暇 日 数 に OB 労働 安全 負 設 を 整え て 従業 員 が 安全 済 開発 区 管理 機関 が 定め た 銀行 に 納付 
早く < 時 間 、 多 人 前 、 少 人 保護 準 、 労 。 1. 個人 交 に 職 を 放 を 支払 わな けれ ば な ら な い 。 uk 2 ed 
陣 業 同盟 組織 と 従業 員 の 代表 は 従業 員 働 生活 析 序 還 本 護 基 準 、 労 1. 個人 的 に 職 を 辞め た り 他 の 職 に 就 か 休暇 \ は 賃金 を 支払 う 時 に 緒 に 支 企業 の 義務 で ある 。 AI 
還 生 で し me 払う 。 ーー . 企 業 は 高熱 、 ガ ス 、 摩 、 騒 音 を 防 わが 国 の 公民 で ある 従業 員 は 、 賃 多 
に 協力 する 。 第 15 条 (労働 契 約 00 第 31 条 (休暇 費 の 計算 方 法 ) ぎ 、 採光 、 曲 明 、 通 風 な どの 産業 術 生 の 一 定 の 分 を 社 全文 人 儲 と し て 伯 
全 業 は 職業 同時 組織 と 従業 員 の 代表 の 償 約 を 直 ん だ 企業 は 邊 多 3 第 22 条 (従業 員 の 辞職 手続 き ) 忠吉 は 、 人 四 を と る 前 の 久 徐 の 3 タ II 月 計算 し 、 月 の 10 昌 まで に 経済 開発 
人 法 的 な 洛 動 条件 を 保 際 し な けれ ば な ら 以内 に 経 人 区 香 衝 関 に 所有 し 族 職 し よう と する 従業 員 は 企業 に 矢 月 間 の 貸金 を 実際 に 稼働 し た 日 数 に よ 。 企業 人 尾灯 員 の とか 2 和 が 定め た 人 行 に 和 人 し な り 
な い 。 吉 を 得 な けれ ば な ら な い 。 表 を 提出 し な けれ れ ば な ら な い 。 っ て 平均 し た の 賃金 に 休暇 数 を 。 企業 は 克 性 従業 員 の た め の 労 働 箱 れ ば な ら な い 。 
入野 に お ける 企業 の 強 人 。 強 人 区 管理 機 間 は 、 芝 人 約 人 業 は 重 表 を 受理 し た 日 か ら 830 日 適用 し て 計算 する 。 IO 
本 SD 4 旭 約 を 改め て 直る 。 こ の 場合 、 償 中 は 各 別 な 事情 が 第 32 条 (休暇 期間 の 作業 に 対す る 賃金 邊 上 中 や 授乳 期 の 女性 従業 員 に 
範囲 で 労働 力 の 採用 と 労働 条件 の 保 ぶ こ と を 要求 する こと が で きる 。 あま る MIRUPYI IL 企業 は 、 休 中 の 従 由 に 沈 伺 を させ 他 和 各務 、 骨 が ね れ 健 康 を 審 ” め の 広 化 ・ 厚 生 革 金 を 準備 し 、 使 うこ 
た 場合 、 休 暇 費 と 一 緒 に 給 ま た は する 労働 を させ る こと は で き な い 。 1 US 


朝鮮 民主 主義 人 民 共 9 
| - ン 利和 ek 
= 


FAX:0085-02-381-4388 


文化 ・ 厚 生 基金 は 、 従 業 員 の 文化 ・ 2. 不法 に 労働 力 を 採用 し た 場合 、 3. 定め られ た 費用 を きち ん と 納付 し 
技術 水準 の 向上 、 ス ポー ツ 活 動 、 厚 生 人 当たり 100 て 500 ユ ー ロ 。 な か っ た 場合 。 
施設 の 運営 な ど に 使う 。 3. 従業 員 を 不法 に 解雇 し た 場合 、 4. その 他 、 経 済 開発 区 の 労働 法規 に 館 に は まず べ て 使 
上 人 当たり 2001000 ユ ー ロ 。 反し て 重大 結果 を 折 い た 場合 。 て 、 
第 7 章 制裁 お よび 紛争 解決 4. 労働 報 本 を 定め られ た と お り に 支 第 56 条 (没収 ここ が で で 押 還 細 
ee 払わ な か っ た 場合 、200 て 1 万 ユー ロ 。 企業 が 本 規定 に 反し て 不法 に 所 得 を レベ リン 注射 薬 は き m 主 に 肝 細 胞 内 

定量 RI 5. 労働 保護 安全 ね お よび 産業 衛生 条件 得 た 場合 に は 、 定 め ら れ た 手続 き を ふ の シト クロ ぬ P 三 450 酵 素 を 誘導 し て 
生命 信康 、 財産 に 徹 可 生え た 場合 コート 作 隊 し な か っ た 村 合 。300…9 ん で その 所 穫 を 役 収 する 。 毒性 物質 を 不 活性 化 き 幸 タ こと に よ 
に は 、 原 状 復旧 させ る か 、 そ の 損害 を 。 6. 正常 な 芝 働 管理 活動 を 妨害 し た 直 57 条 2 委 角 決 ) blhbchbkh っ て 、 肝 細胞 の 破 醸 抑制 お よび 再生 
補償 させ る 。 場合 、100 て 3000 ユ ー ロ 。 RI 上 を 促進 する 、 楽 物 や アル 較 レ に よ 
第 53 条 (延滞 料 の 過 課 ) 7. そ の 他 、 法 規 に 反し た 場合 、50~1 協議 の 方 法 で 解決 で き 人 ない 徐 争 は 再 る 肝臓 解毒 作用 が 非常 に 強い 注射 楽 
会 保 険 料 を 適 き に 納付 し な か っ た 万 ユー ロ | 半 旧 304 /ES SI 8 1 
場 Sh 人 其 昌 8) 柚 補 あの. 生 停 や 仲裁 、 裁 判 の 方 法 で 解決 する こと Cg 

0. NE 6 の 延 料 き を 課 - する - 5 (hD が 重大 な 場合 に は 人 Re SG 0 AM を 抑制 し 、 
第 54 条 ( 有 金 の 則 ) な 業 抽 業 を 中 きせ る 、 II 睦 素 角 媒 活性 作用 に よっ て 義 細 胞 の 
企業 に 六 金 を 払わ せる 場合 と 玉 金 額 1. 従業 員 に 労働 安 全 好 設 お よび 労働 へ 入 生業 員 は 本 代入 DNA、RNA の 分 庶 を め て 名 
の 限度 は 次 の と お り で ある 。 保護 条件 を 規定 どおり に 備え な か っ た 開発 区 人 生 中 央 特殊 経済 地帯 指 を 破壊 し ます 。 

1. 不法 に 超過 和 勤務 を させ た う 休 思 を 区 省 機関 に 訴え る こ と が で きる 。 こう し た 作用 に より 、 レ ベリ ン 注 
分 【 ゝ 場合 、 当 た 組織 また は 従業 員 の 代 お っ っ や 肝 ) 
し 紀 引 2 冬 還 織 また は 全員 の 代表 の 斉 え を 取り 上 げた 機関 は 30 日 以内 に 射 楽 は 肝硬変 症 、 慢 性 肝炎 、 胆 道 胆 

法 的 な 活動 に 支障 を きた し た 場合 。 調査 、 処 理 し な けれ ば な ら な い 。 論 炎 、 膝 臓 窒 、 リ ウマ チ 性 関節 炎 な 
どの 炎症 性 疾患 、 種 々 の 外傷 、 化 臓 
8 結 2 上 性 外科 的 疾患 の 治療 に 使い ます 。 
ム に ミ レベ リン 注射 薬 は 、 抗 菌 、 抗 炎 守り 、 健 胃 消 化 作用 、 胆 汁 排 江 作 用 90 
機 BE ウ 條 コジ ジ ルン 「 コ ツ イ > < ル | 症 、 解 孝 、 解 、 自 圧 低 下 、 血 策 降 など に より 肖 化 次 員 に 特 効 が あ noe 4 全量 注 半 まけ 
レン N 下 ・ 調 節 な どの 作用 が 強い キハ ダ の り 、 広 域 抗 生 作用 が 強い こと で す 。 200 ON 
朝鮮 大 城山 貿易 会 社 が 開発 し た 主 成分 と する 「 コ ッ イ スル の 還 語 遇 ザイ 内 皮 に 含ま れ て いる ベル ベリ ン を 主 また 、 ど ん な 環境 に お いて も 抗生 朝 人 鮮 聖山 経済 質 易 連 合 会 社 
露 ) 」 ロー ショ 然 栄養 成分 は 、 皮 膚 の 生理 的 作用 「 コ ッ イ スル ] は 有 寒 7 成分 と する 広域 抗生 剤 で す 。 剤 反応 検査 を せ ず に 安全 に 使う こと 朝鮮 民主 主義 人 民 共和 国 平壌 市 万 景 台 区 域 
ン は 、 朝 鮮 の 有名 な 開城 高 豚 人 参 と GE 、 血液 循環 を 促進 し 、 脂 性 成 物質 を 含ま な い 無 義 牡 で レベ リン 注射 薬 の 特徴 は 、 肝 臓 を 。 が で き 、 人 体 に いか な る 悪影響 も 与 EL:0O85-02-18111-8339/8393 
の 


9 シャ ク ヤ ク の 根 の 効 成 皮膚 の 皮脂 分 泌 を 調節 する こと MM 、 副作用 は 全く 2 E-mail :songsan@star-co. net. kp 
、 代 算 湖 の 必須 微量 元素 が 多く 含ま に よっ て 、 保 湿 、 美 白 、 し わ 伸 ば 誤っ で 飲 の だり 目 に 入 妙 
』 二 れい る 皮膚 組織 の 保護 お よび 再生 し 、 紫 外線 お よび 日 焼け 防止 、 度 とら - 
IA ぐれ た 化粧 品 で す 。 膚 老廃 物 の 除去 な どの 作用 を 行 も 成分 が 変化 し な WW 保管 論 き 、 証 語 な 
、 、 電 語 イ ス ル 」 の 循 化 は 、 防 旋 。 い 、 皮 具 を 条 溢 に 美しく 保 た せ 、 使用 に お 特別 大 幸 間 特許 製品 ー 参 了 ブナ 旋 意 法 時 
息 間 麻美 白 宰 な どの 化学 生気 と 絢 力 を な えま す 。 限 は あり ませ ん 。 財 HH と 7 ノニ 
『 欄 使わ ちず に 1 コ コッ イス ル 」 目 は 邑 GII 生 2 国 BB 和議 合コン 導 『 2 wa テー 開 - ム 有吉 は 
し く 保 ち 、 種 々 の 虜 炎 と 化粧 凝る だ け で 皮 親 の 保 状 を 24 時 ル 」 は 美 し さと 灯 き 誠人 た せる だ 者 2MEMTaT。。 
ra 1 遇 の 副作用 を な くす 機能 を 備え て 人 け で な く 、 使用 (a 便 利 で 経済 的 大 大 きい 溶媒 に 分 散 イ オン 化 さ せ た 副 作用 の な い 新 じ め 所 
っ こと で す . し た 人 に に れ け 日 疾 け を 元 え 、 就 の で 、 使 用 者 の 間 で 好評 を 締 し て 刊 で お 
一 般 に 美 自 や 美顔 、 日 焼け 止 、 接 前 に 塗れ ば 安らか に 眠 る こと が 凍り お この 注射 薬 は 、 癌 細胞 と 特異 に 結合 し で それ を 死滅 き 店 


め 。。 し わ 伸 ば し 、 そ ば か す 補 老人 斑 る 作用 、 腫 瘍 血管 生成 を 抑制 し て 冶 細 胞 の 分 裂 増 殖 を 防 S 
全 計 な と の た め に クリ ー ム を は じ 朝鮮 大 城山 久 易 会 社 メ 作用 、 導 転移 主 素 を 低め て 痛 細 胞 の 血行 性 ンジ お 行 柏 由 
めい ろ い ろ な 化粧 品 を 使っ て いま す 朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 只 区 


TEL:0085-02-18111-341-8343 
FAX:0085 一 02 一 381 一 4410 
E-mail :kdtc@star-co. net. kp 


、 ! ヨ ラッ イラ の 中 UaeJEGIg 
べ て の 機能 を 果たし ます 。 
開城 高 骸 人 参 は 、 五 臓 を 保護 し 、 
脳 、 心 臓 血管 系 統 に 好ま し い 
影響 を 与え 、 特 に 放 膚 の 新 陳 
代謝 を 活性 化し 、 度 膚 の 老化 
を 防ぐ な ど 皮 膚 に 特異 な 作用 
を 及ぼ し ます 。 
6 年 生 開 城 高 上 
人 参 の 抽出 物 
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薬 工 場 は 1946 年 6 月 に 創立 され た 
歴 昌 が 古い 工場 で 、 洋 楽 と 高 農 楽 を 生産 し 


発展 する 現実 の 要求 に 肥 し て その 面 貌 を 


いい sou 員 叶 
ST 


・ 練 り 、 乾 燥 、 打 錠 、 包 
H 動 化 、 流 れ ラ イン 化 さ れ て お 
E 民 主 主 義人 民 共 和 


常備 楽 の 種類 は 100 余 種 に 上 り 、 有 効 


性 、 安 全 性 、 安 定性 、 均 一 性 が 保証 さ 
れ た 当 工 場 の 医 楽 品 は 需要 が 増し て い 


率 シ ステ ム に よっ て 制 


E 産 工程 は 統合 4 
御 、 運 営 さ れ て い 
目 齋 NSIMUa22 235 UI の レン 


N 
各 中 
ト | 


ほす 。 
工場 で は 大 衆 薬 、 常 備 薬 の 生産 を 増 


や す と と も に 、 人 々 の 健康 増進 に 寄与 
する 効能 の 高い 医薬 品 を 開発 する た め 


US 語 222002(820 ン 45203 
E ま ビタミン な どの 大 衆 薬 、 


ZS に US 


平壌 製薬 工場 

朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 船橋 区 域 
吊 軸 只 90(0S5 語 025SSll 還 0 

FAX : 0085 一 02 一 18111 一 6246 

E 一 mail : t6mb. 1117@star 一 co. net. kp 
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平壌 靴下 工場 で は 統合 生産 シス テム を 構築 し て 
経営 活動 を 情報 化し 、 近 代 的 な 女子 用 靴下 生産 工 
程 と と も に 、 ポ リプ ロ ピ レン 系 繊維 に よる 男子 用 
靴下 工程 を 設け て 生産 を 増やし て いま す 。 

また 、 染 色 の 温度 と 時 間 、 熱 処理 温度 の 調節 
を 科学 化し て 製品 の 質 を 不断 に 高め て いま す 。 
工場 で 生産 され る 「 チ ョ ル チ ュ ク 」( ク ロフ ネツ 
ウジ リア ラン ド の 用 2 用 供用 小学 
生 用 、 中 学生 用 の 靴下 は 季節 別に 多種 多様 で す 。 
特に 子供 用 と 小学 生 用 の 靴下 は 、 童 心 に 合わ せ 
て 色 や 柄 が 多様 で 、 子 供 の 間 で 人 気 が あ り ま す 。 
サッ カー や 卓球 、 テ ニス な ど 各 種 の スポ ー ツ 用 
ソック ス も 質 が よく 、 ス ポー ツ の 選手 や 愛好 家 の 
間 で 人 気 を 呼ん で いま す 。 

工場 で は ナノ 銀 靴下 を は じ め 新 製品 を 開発 す 
る と と も に 、 使 用 者 の 好み に 合う 靴下 を デザ イ 
ン し て 製品 の 多種 化 、 多 様 化 、 多 色 化 を 実現 し 
UN2 
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ソ C み 


よ 城 浦 


朝 鮭 の 北部 高山 地帯 に 分 布 し て いる 種々 の 天然 老人 NN 衣 二 衣 休 な くす 土 城 清 証 本 証 
薬 材 を 主 材料 と し 、 伝統 高 豚 医 学 の 秘 方 と 先端 攻 は 、40 代 の 人 た ちの 老化 を 防ぎ 50 代 以上 の た 
療 技術 を 組み 合わ せ て つく っ た 土 城 清 血 丸 は 、 血 。 ちの 血気 を 星 盛 PP ま の 


マツ 。 
ナマ コ の エキ ス は 、 海 の 朝鮮 人 参 と いわ れる ナマ コ の 有効 成分 を 
先端 技術 に よっ て 抽出 し て つく っ た 健康 食品 で す 。 

ナマ コ の エキ ス に は ホロ トゥ リン サポ ニン タウ リン 、 和 多糖 。 蛋 


白質 、 ア ミノ 酸 、 微 量 元 素 、 ビ タ ミ ン な ど 健 康 と 長寿 に よい 栄 状 成 中 の コレ ステ ロー ル と 中 性 脂肪 、 血 液 凝 固 機能 この 楽 は 高 脂 血 症 、 ア ルコ ー ル 人 性 脂肪 肝 、 脂 
分 が 含ま れ て いま 正常 に 復 し 、 血 を きれ い に し ま す 。 肪 過多 症 、 循 環 器 疾患 、 地 磁気 症状 な ど に 特 効 
また 、 血 を きれ い に し 、 血 清 脂 質 を 低下 きせ 、 血 圧 を 安定 き 世 る 作用 を . し 、。 抗 活 、 抗 が あり ます 。 
菌 、 精 力 強 化 、 動 脈 硬化 防止 、 老 化 防止 な どの 効果 が あり ます こ ニー 1 
ェ の 製 器 皇 業 人 恨 区 和 国 の 邊 許 抽 下 王 誰 計 計 仙 さ れ キ | た 土 城 技術 協力 交流 社 
この 製品 は 2017 年 に 朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 の 特許 製品 皿 飼 録 さ れ ま し た 。 朝 鮭 民主 主義 人 民 共和 国 平壌 市 川 区 


TEL:850 一 2ー18111 一 381 一 8905 
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超 音波 婦 放 XP 装置 


超 音波 分 散 乳化 装置 は 、 固 体 粒子 を 湊 休 申 加 直ら 仕様 

な く 分 散 し た り 、 溶 け 合 わな い 液 体 を 半 條 の の 容積 : 50L 
利用 し ます 。 超 音 波 周 波数 : 20kz 
直 音 波 出力 : 3600W 


特長 加熱 出力 : 4KW 
・ 粉 2 固体 原料 や 液体 原料 の 粒子 を 百 数 十 揚 挫 速度 : 3000rpm 
粉砕 し た り 分 散 し ます 。 温度 調節 範囲 : 10 て 100C 
な 聞 化 ・ 分 散 に 比べ て 乳化 ・ 分 散 の 特性 
隊 た 。 
丹 た ナノ 粒子 の 再 疾 集 を 防 KIR 還 っ 
半 化 剤 を 使わ な いか 節約 する こと が で きま す 。 6 
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未来 科学 技術 流 社 
朝鮮 民主 主義 果 民 共和 国 平壌 市 中 区 域 
FAX : 0085 一 02-381 一 4410/4416 
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